
犬山市 都市整備部下水道課

令和６年度

犬山市下水道事業経営戦略改定審議会
（第８回）
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第６回審議会（R6年7月29日）
１．経営戦略の見直し内容
２．収支ギャップ解消の取組
３．現在の使用料体系の確認
４．今後の検討内容や

スケジュールについて

第７回審議会（R6年10月4日）
１．経営戦略・ロードマップ

素案の確認
２．使用料改定案の審議

第８回審議会（R6年11月29日）
１．使用料改定案の再審議
２．経営戦略（案）の確認
３．ロードマップ（案）の確認
４．パブリックコメント（案）の確認

第９回審議会（R7年2月3日）
１．パブリックコメントの

結果報告
２．経営戦略見直し案の確定
３．ロードマップ案の確定
４．最終答申案について

第10回審議会（R7年2月18日）
１．最終答申

※審議会の内容は進捗により変更する場合が
あります。

審議会のスケジュール
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第７回審議会の振り返り

⚫下水道使用料改定回数として1回、2回、3回の案を提示

改定数１回の案で進める方針で決定

⚫使用料体系の改定案として５案を提示

（ケース４）「基本水量を廃止」「少量使用に配慮」案
とする方針で決定
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第８回審議会の審議事項

⚫使用料改定案についての議論

⚫経営戦略（案）の確認

⚫ロードマップ（案）の確認

⚫パブリックコメント（案）の確認

⚫今後のスケジュールについて
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１．使用料改定案の検討
１－１．改定回数（案）について

第７回審議会で改定回数についての方針として３案提示
１案：令和８年度に１回改定
２案：令和８年度、１１年度で段階的に２回改定
３案：令和８年度、９年度、１０年度で段階的に３回改定

１案（１回改定） を採用する方針で決定

①第７回審議会にて、改定回数は複数がよいとの意見が多数あったこと
②５年後に経営戦略の検証を行い、それに伴う見直しを行う予定であること
③近隣市町の多くが複数の改定数を予定していること

これらを踏まえ、今回の審議会では改定回数を２回とする案を提示



• 回数の比較表
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１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について

⚫前回審議会で提示した「基本水量を廃止」・「少量使用に配慮」案をベースに2案作成

【改定回数２回】

⚫ B-1案について
・ 多量使用者に依存した使用料体系では使用料収入が多量使用者の経営状況に大きく影響される
・ 安定した事業経営を目指すには、多量使用者への依存度を少しでも緩和させることが必要
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１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について

⚫各改定案の1回目の改定における使用料体系案は以下のとおり。
⚫各改定案における特徴及び現行体系からの改定率等は次頁以降に示す。

【参考】現行体系の20ｍ3/月の使用料算出方法
550（基本使用料）+5×44（6～10m3)+10×84（11～20m3）＝1,610円

【改定回数２回】



8

１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について（A-1案）

⚫少量水量（1～20㎥）区分の改定率を低く設定
⚫前回審議会で提示した少量使用者に配慮した案の半分の改定
⚫使用水量ごとの使用料の増加割合が概ね一定

【改定回数２回】

累進度 使用料体系の負担の公平性を示す指標
水量区分の最高単価÷最低単価で計算される。（現在は199円/44円＝4.5）
累進度を緩和することで不公平に多量使用の負担が大きくなることを防ぐ

【料金体系表】 【使用水量ごとの料金表】
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１．使用料改定案の検討
【改定回数２回】

⚫A-1案よりも基本使用料を若干上げて、多量水量区分（31㎥～）の改定額を緩和
⚫少量使用者に配慮しつつも、多量使用者（31㎥～）への負担を少しでも緩和
⚫使用水量ごとの使用料の増加割合が多量になるほど低くなる

【料金体系表】 【使用水量ごとの料金表】

１－２．使用料体系（案）について（B-1案）
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１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について

⚫近隣市町の1回目改定の使用料体系における1月あたり20㎥使用した際の
使用料（税抜）比較 （A案で比較）

※ 岩倉市及び小牧市については、審議会の答申案。
扶桑町については、改定の公表資料なし。（審議会実施中）

【改定回数２回】

20㎥/月使用した場合の使用料
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１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について（考え方）

⚫前回審議会で提示した「基本水量を廃止」・「少量使用に配慮」案をベースに2案作成
⚫最終改定時点
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１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について

⚫各改定案の2回目の改定における使用料体系案は以下のとおり。
⚫各改定案における特徴及び現行体系からの改定率等は次頁以降に示す。

【参考】現行体系の20ｍ3/月の使用料算出方法
550（基本使用料）+5×44（6～10m3)+10×84（11～20m3）＝1,610円
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１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について（A-2案）

⚫少量水量（1～20㎥）区分の改定率を低く設定
⚫前回審議会で提示した少量使用者に配慮した案
⚫使用水量ごとの使用料の増加割合が概ね一定

累進度 使用料体系の負担の公平性を示す指標
水量区分の最高単価÷最低単価で計算される。（現在は199円/44円＝4.5）
累進度を緩和することで不公平に多量使用の負担が大きくなることを防ぐ

【料金体系表】 【使用水量ごとの料金表】
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１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について（B-2案）

⚫A-2案よりも基本使用料を若干上げて、多量水量区分（31㎥～）の改定額を緩和
⚫少量使用者に配慮しつつも、多量使用者（31㎥～）への負担を少しでも緩和する
⚫使用水量ごとの使用料の増加割合が多量使用になるほど低くなる

【料金体系表】 【使用水量ごとの料金表】
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１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について

⚫近隣市町の改定後の使用料体系における1月あたり20㎥使用した際の
使用料（税抜）比較 (A案で比較）

※ 岩倉市及び小牧市については、審議会の答申案。
岩倉市は３回の改定を予定しており、図は３回目改定(予定）後。
扶桑町については、改定の公表資料なし。（審議会実施中）
小牧市は2回目改定の単価表が未公表。R7の概ね3年後に2回目の改定を予定。
大口町の1回目改定以降は未定。

20㎥/月使用した場合の使用料

【改定回数１回】
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１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について

⚫近隣市町の改定後の使用料体系における1月あたり20㎥使用した際の
使用料（税抜）比較 (A案で比較）

※ 岩倉市及び小牧市については、審議会の答申案。
岩倉市は３回の改定を予定しており、図は３回目改定(予定）後。
扶桑町については、改定の公表資料なし。（審議会実施中）
小牧市は2回目改定の単価表が未公表。R7の概ね3年後に2回目の改定を予定。
大口町の1回目改定以降は未定。

【改定回数２回】

20㎥/月使用した場合の使用料
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１．使用料改定案の検討
１－２．使用料体系（案）について

⚫使用料改定後の使用水量ごとの料金比較
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１．使用料改定案の検討
１－３．「公衆浴場用」の使用料体系について

「公衆浴場用」の使用料体系
⚫ 一般用の使用料体系の改定に
合わせて改定

⚫ 基本使用料は一般用の改定率
に準拠

⚫ 基本水量は廃止
⚫ 従量使用料は一般用の使用料
体系の改定に準拠

従量使用料については、一般用の使用料体系の改定に準拠
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１．使用料改定案の検討
１－４．「農業集落排水事業」の使用料体系について

⚫農業集落排水事業は、農業集落のために整備された汚水処理施設で、公共下水道と
同様に汚水や生活雑排水は下水道管を通じて汚水処理場で浄化している。

⚫現行の使用料については、公共下水道の一般用と同様の体系となっている。

農業集落排水の使用料体系公共下水道の一般用と
同じ使用料体系に改定
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５．今後の検討内容やスケジュールについて
５－１．今後の検討内容
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５．今後の検討内容やスケジュールについて
５－２．スケジュール案

 1-1．情報の収集・整理、現状分析、課題把握　等

 1-2．投資・財政計画の検討

 1-3．収入・支出の改善案の検討

 1-4．経営戦略改定案作成 国へ提出

 1-5．ロードマップ作製 国へ提出

 2-1．使用料体系の目安の検討

 2-2．使用料単価の検討、基本水量制の検討　等

 2-3．使用料に関する方針決定

 3-1．犬山市下水道事業経営戦略改定審議会 ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

 3-2．パブリックコメント

 3-3．議会説明、条例改正（R7以降に実施）
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